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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪で数少ない食中毒が続発
2013年約半年で大阪において、全国で年間の発生件数が数件のめずらしい食中毒事例が既に5件発生しています。そこで、その概要をまとめました。
2月25日
大阪市中央区　
日本料理店
　飲食店で「てっさ、焼き白子、てっちり」のフグ料理を食べた2人中1人が、喫食、30分後から口唇・四肢のしびれ、四肢の筋力低下の症状を呈した。当該店は、「肝を食べたい」と申し出た客に猛毒の「トラフグの肝臓」を提供していた。魚介類販売業が同店に「トラフグの肝臓」を食用として卸していた。保健所は両施設を営業停止処分とした。なお、両施設とも大阪府ふぐ販売営業の許可施設であった。
3月22日
豊中市　
ドーナツ店

　客に提供した飲料水に、次亜塩素酸ナトリウムが混入していて、飲んだ客が体調不良を訴えた。前日閉店時に店員が飲料水用のプラスチック容器（1.8Ｌ）の洗浄のために漂白剤を入れたまま帰宅。当日、他の店員が容器に漂白剤が入っていることに気付かずに客に飲料水を提供したためであった。
閉店時に洗浄したのはアルバイト店員とされているが、社員がなぜ最終確認をしなかったのかと考える。患者数7人
4月29日　大阪市　
家庭
　大阪南港の防波堤付近において、夫婦でバケツ1杯分程度のムラサキイガイ等を採取して自宅に持ち帰り、ボイルしたものと、ボイルした後に炒めたものを19時頃に夕食として家族3名で食べた。30～40個食べた夫婦が翌日0時頃から2時頃にかけて、ふらつき、しびれ等の症状を呈した。残品のムラサキイガイ等から麻痺性貝毒が135～676MU/g（規制値4 MU/g）が検出された。
4月23日に大阪府が、大阪湾においてアサリから高濃度の麻痺性貝毒が検出されたので、報道発表をして府民、潮干狩り場へ注意喚起をし、新聞でも報道されていた。
6月11日
八尾市　
小学校

　担任が家庭菜園で栽培したジャガイモを持参して、調理実習で児童が食べたところ、24人中4人が腹痛、下痢、吐気の症状を呈した、ジャガイモの調理残品からソラニン類（№1：ソラニン591 mg/kg、チャコニン256 mg/kg、№2：ソラニン105 mg/kg、チャコニン53mg/kg）が検出された。検査した№1は直径2cmとされており、小さく未成熟であったらしい。
　大阪府、奈良県を併せると毎年のように小学校でジャガイモによるソラニン等による食中毒が発生しており、未成熟のジャガイモにソラニン等が含まれるということを知らないでは済まされない。
7月2日　茨木市　
小学校
　理科の授業で生育状況を観察していたヒョウタンの実を、児童から「食べてみた」との声があがり、教諭がスライスして、29人（教諭と児童28人）と食べたところ、児童16人が腹痛、吐気、嘔吐等の症状を呈した。病因物質は植物性自然毒（ククルビタシン類、ウリ科植物の苦味成分）と推定された。
教諭は「食用でないことは分かっていたが、（嘔吐などの）症状が出ることは知らなかった」と話している。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　なぜ、大阪でこのような数少ない食中毒が発生するかは不明です。好奇心が旺盛なのと、人の意見（行政の情報）を聞く耳が小さいのかもしれません、象の耳を持ってもらいたいと思います。（笈川）
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